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主題と概要

本授業は、時事的なグローバルトピックを題材に、基礎的なコミュニケーション活動を通して中級レベルの英語力を育成することを目的とする。授業では、リスニング・スピーキングを中心に、批判的思考
力を含む実践的な英語運用能力の向上を図る。日常英語およびアカデミック英語に繰り返し触れ、使用することで、日常生活、学修場面、将来の職業場面において効果的に英語でコミュニケーションできる
力と自信を養う。

到達目標

本授業を履修することにより、学生は以下のことができるようになる。
1.�基本語彙を拡張し、日常的および学術的な場面において中級レベルで自分の考えを表現できる。

2.�身近なグローバルトピックに関する英語の主旨や要点を理解できる。

3.�簡単な理由や例を用いて、自分の意見を英語で述べることができる。

4.�ペアワークやグループワークにおいて、英語で積極的にやり取りできる。

5.�日常生活および将来の学修・職業場面において、英語を自信をもって使用できる。

提出課題

授業中に課題、ワークシート、小テスト、ユニット課題などが課されます。詳細は授業で説明します。
課題はオンラインまたは紙媒体で提出できます。宿題は各授業で課されます。
課題には、授業内外のグループワークやプロジェクトも含まれます。

履修にあたっての注意・助言他

授業への参加態度・参加状況：20％
 課題、グループ共有、授業内タスク・活動、口頭発表：40％
 小テスト：20％
 期末試験：20％

評価の基準

授業開始までに教科書を購入し、毎回必ず持参すること（紙媒体または電子版）。
 ・本授業は学生の積極的な参加を前提とする。
 ・ペアワークやグループワークなどの活動に主体的に取り組むこと。
 ・予習を行い、授業中は英語によるコミュニケーションに積極的に参加すること。
 ・遅刻・欠席は学修に大きな影響を与えるため、十分注意すること。
※出席のみで成績評価は行わない。
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教科書
.Pathways: Listening, Speaking, and Critical Thinking, Third Edition,
Foundations.

その他

・教科書価格は変更される場合がある。
・配布資料や参考資料は授業内で適宜指示する。
・必要に応じてポータル等を通じて資料を配布する。
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第1回 Course Orientation／Unit 1: I am, Lesson A（pp.1‒11）
 予習：知らない語彙を調べる。（120分）
 復習：課題に取り組む授業内容の要約、分からない語彙・文法の確認、発音練習。（120分）
第2回 Unit 1: I am, Lesson B（pp.14‒20）
 予習：知らない語彙を調べる。（120分）
 復習：課題に取り組む、授業内容の要約、分からない語彙・文法の確認、発音練習。（120分）
第3回 Unit 2: Your job future, Lesson A（pp.21‒30）
 予習：知らない語彙を調べる。（120分）
 復習：課題に取り組む、授業内容の要約、分からない語彙・文法の確認、発音練習。（120分）
第4回 Unit 2: Your job future, Lesson B（pp.34‒42）
 予習：知らない語彙を調べる。（120分）
 復習：課題に取り組む、授業内容の要約、分からない語彙・文法の確認、発音練習。（120分）
第5回 Unit 3: Unusual places, Lesson A（pp.41‒50）
 予習：知らない語彙を調べる。（120分）
 復習：課題に取り組む、授業内容の要約、分からない語彙・文法の確認、発音練習。（120分）
第6回 Unit 4: The good and bad of tech, Lesson A（pp.62‒70）
 予習：知らない語彙を調べる。（120分）
 復習：課題に取り組む、授業内容の要約、分からない語彙・文法の確認、発音練習。（120分）
第7回 Unit 4: The good and bad of tech, Lesson B（pp.72‒80）
 予習：知らない語彙を調べる。（120分）
 復習：課題に取り組む、授業内容の要約、分からない語彙・文法の確認、発音練習。（120分）
第8回 Unit 5: Take a risk, Lesson A（pp.82‒90）
 予習：知らない語彙を調べる。（120分）
 復習：課題に取り組む、授業内容の要約、分からない語彙・文法の確認、発音練習。（120分）
第9回 Unit 5: Take a risk, Lesson B（pp.92‒100）
 予習：知らない語彙を調べる。（120分）
 復習：課題に取り組む、授業内容の要約、分からない語彙・文法の確認、発音練習。（120分）
第10回 Unit 6: Do your part, Lesson A（pp.102‒110）
 予習：知らない語彙を調べる。（120分）
 復習：課題に取り組む、授業内容の要約、分からない語彙・文法の確認、発音練習。（120分）
第11回 Unit 6: Do your part, Lesson B（pp.112‒120）
 予習：知らない語彙を調べる。（120分）
 復習：課題に取り組む、授業内容の要約、分からない語彙・文法の確認、発音練習。（120分）
第12回 Unit 7: Find your treasure, Lesson A（pp.122‒130）
 予習：知らない語彙を調べる。（120分）
 復習：課題に取り組む、授業内容の要約、分からない語彙・文法の確認、発音練習。（120分）
第13回 Unit 7: Find your treasure, Lesson B（pp.132‒140）
 予習：知らない語彙を調べる。（120分）
 復習：課題に取り組む、授業内容の要約、分からない語彙・文法の確認、発音練習。（120分）
第14回 Unit 8: Innovative Ideas, Lesson A（pp.142‒150）
 予習：知らない語彙を調べる。（120分）
 復習：課題に取り組む、授業内容の要約、分からない語彙・文法の確認、発音練習。（120分）
第15回 Unit 8: Innovative Ideas, Lesson B（pp.152‒160）
 復習：授業内容の整理、分からない語彙・文法確認、発音練習。
 定期試験に向けて全ユニットを復習する。（240分）

授業計画

特になし。

備考

授業形態（アクティブ・ラーニング）

授業形態

授業中に口頭でのコメントと説明が行われます。
フィードバックはオンライン学習プラットフォームにも記載されます 〇�

〇� 〇�

〇�

ア：PBL（課題解決型学習） イ：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

ウ：ディスカッション、ディベート エ：グループワーク

オ：プレゼンテーション カ：実習、フィールドワーク

ペアワーク・グループワークを中心とした双方向型授業を行う。必要に応じて学習支援システムやオンライン教材等のICTを活用する。

双方向授業の実施及びICTの活用に関する記述

実務経験なし。

実務経験の有無及び活用

キ：その他（ＡＬ型であるけども、以上の項目のいずれにも該当しない場合）

本授業は、英語による基礎的なコミュニケーション能力を養い、社会や産業の動向・課題を理解するための基礎力を育成する。また、多様な社会問題を幅広い視点から考察する力、および人文・社会科学分野に必要
なコミュニケーション能力の育成を通して、本学のディプロマ・ポリシーに掲げる資質・能力の涵養に貢献する。これらの能力は、商学部生に求められる各業界の動向や問題点を理解するための基礎知識、経済学部
生に求められる社会の諸問題を幅広い観点から考察、分析する力、人間社会学部生に求められるコミュニケーション能力の修得に役立つ。

卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連

.なし.

後期 月曜日 ３時限
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